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ガ
ス
パ
ー
ル
・
ボ
ー
ア
ン
（
の
四
ｍ
目
ａ
画
四
目
ヨ
』
届
９
１
晟
豐
）

の
《
《
弓
馬
胃
日
日
四
口
胃
○
日
房
ロ
ョ
ご
は
、
ハ
ー
ヴ
ィ
、
デ
カ
ル
ト
、

あ
る
い
は
、
ョ
ハ
ネ
ス
・
レ
メ
リ
ン
な
ど
の
同
時
代
人
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
解
剖
学
教
科
書
で
あ
り
、
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十

七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ア
ナ
ト
ミ
ア
の
特
徴
を
最
も
あ
ら
わ
す
解

剖
学
書
と
さ
れ
て
き
た
。

前
報
に
お
い
て
は
、
こ
の
ポ
ー
ア
ン
の
晨
弓
扁
胃
目
冒

四
口
禺
○
目
８
日
》
〕
の
初
版
（
岳
呂
）
と
第
二
版
（
勗
曽
）
の
序
文
の

比
較
検
討
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
↑
《
弓
胃
胃
日
日

四
国
四
ｓ
目
呂
冒
〕
ゞ
に
先
立
っ
て
出
版
さ
れ
た
《
《
シ
ロ
翼
○
目
８
８
弓

ロ
○
国
の
ぐ
ヨ
房
鰹
昌
ぐ
扁
胃
尉
三
の
８
１
画
〕
ゞ
（
届
君
）
の
「
前
書
き
」

と
の
比
較
検
討
を
紹
介
し
、
《
《
国
〕
①
胃
日
日
四
目
四
８
目
、
匡
目
ご
「
序

文
」
の
位
置
づ
け
を
、
よ
り
明
ら
か
に
し
た
い
。
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ガ
ス
パ
ー
ｌ
ル
・
ボ
ー
‐
ア
ン
《
弓
胃
ｇ
昌
冒

〉
．
に
つ
い
て
（
２
）

●

四
国
煙
計
○
国
ご
］
の
巨
目
〕

Ｉ
震
苫
員
。
目
８
８
ｇ
ｏ
国
“
く
園
房
①
目
］
島
①
言
尉
冨
、
目
・
国■

凹
申

（
届
弓
）
と
の
比
較
検
討

月
澤
美
代
子

貴
弓
馬
胃
日
日
四
口
目
日
凰
２
日
》
の
「
序
文
」
の
基
本
的
な
姿
勢

は
、
次
の
三
点
に
お
い
て
、
初
版
と
第
二
版
と
で
共
通
し
て
い
る
。

バ
ー
ゼ
ル
に
お
け
る
ボ
ー
ア
ン
の
最
初
の
公
開
解
剖
は
、
一
五

八
一
年
二
月
に
行
わ
れ
た
。
ボ
ー
ア
ン
の
最
初
の
解
剖
学
テ
キ
ス

ト
で
あ
る
《
己
①
８
ｓ
○
周
耐
冒
日
四
ヨ
ｇ
昌
冒
の
①
×
扁
目
］
の
Ｉ

。
苫
、
寸
季
、

一
五
八
八
年
の
公
開
解
剖
の
後
、
「
学
生
の
求
め
に
応
じ
て
」
、
出

版
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
後
、
一
五
九
○
年
に
出
版
さ
れ
た
梗
概

的
な
解
剖
学
教
科
書
〔
己
①
８
ｓ
○
国
の
盲
目
四
国
風
呂
風
８
叩
ロ
ゥ
ュ

自
弓
》
を
訂
正
・
拡
大
す
る
形
で
出
版
さ
れ
た
の
が
、

食
シ
ロ
禺
○
日
冨
画
Ｃ
Ｏ
目
○
門
耐
急
風
房
曾
目
三
局
胃
尉
冨
輿
自
国
〕
・

（
扇
電
）
で
あ
る
。
《
《
弓
胃
胃
昌
ヨ
四
目
８
目
２
国
》
は
、
こ
れ
を
、

さ
ら
に
訂
正
・
拡
大
す
る
形
で
出
版
さ
れ
た
。

し
か
し
、
晨
弓
胃
胃
目
昌
四
目
８
目
呂
ヨ
】
（
初
版
、
勗
冨
）
が
、

小
型
本
と
は
い
え
、
本
文
だ
け
で
一
二
八
二
ペ
ー
ジ
を
有
す
る
の

に
対
し
、
こ
の
《
《
シ
邑
禺
○
日
Ｈ
８
８
Ｂ
Ｏ
１
ｍ
く
国
房
２
日
畠
８
１
の

冨
降
○
１
“
葛
（
園
雪
）
は
、
二
○
八
ペ
ー
ジ
と
い
う
小
冊
で
あ
り
、
公

開
解
剖
参
加
学
生
へ
の
手
引
き
書
と
い
う
当
初
の
形
を
残
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



日本医史学雑誌第47巻第3号(2001)559

１
、
ボ
ー
ア
ン
の
医
学
上
の
知
識
と
と
も
に
ユ
マ
ニ
ス
ム
的
教
養

の
深
さ
を
示
す
序
文
で
あ
る
こ
と
。

２
、
ギ
リ
シ
ャ
古
典
と
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
調
停
が
行
わ
れ
て
い

ブ
（
》
｝
」
、
シ
」
○

「
神
の
創
造
せ
し
、
神
の
似
姿
と
し
て
の
人
間
」
、
「
自
然
の
驚

異
」
、
「
神
の
奇
蹟
と
し
て
の
人
体
を
識
る
こ
と
は
、
神
御
自
身

を
識
る
こ
と
に
通
ず
る
」
と
い
う
、
き
わ
め
て
キ
リ
ス
ト
教
的

な
発
想
を
、
本
来
、
異
教
徒
の
書
物
で
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
古
典
か

ら
の
引
用
を
つ
な
げ
て
説
明
し
、
人
体
解
剖
と
い
う
営
為
を
正

当
化
し
て
い
く
姿
勢
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

３
、
「
驚
嘆
す
べ
き
も
の
」
、
「
全
て
の
奇
蹟
の
中
の
奇
蹟
」
、
「
無
限

な
完
全
さ
を
も
っ
た
驚
嘆
す
べ
き
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
と
い
っ
た
コ

ト
バ
が
随
所
に
散
り
ば
め
ら
れ
、
肯
定
的
に
称
賛
す
べ
き
も
の

と
し
て
の
人
体
と
い
う
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
。

す
な
わ
ち
、
《
《
弓
馬
冑
目
白
四
目
四
目
目
、
巨
冒
》
ゞ
の
「
序
文
」
は
、

こ
の
書
物
の
中
で
展
開
さ
れ
る
ア
ナ
ト
ミ
ァ
を
、
宗
教
的
・
思
想

均
背
景
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
正
当
性
を
広
く
社
会
に
向
け
て

的
背
景
の
中
に
位
置
づ
け
、

説
明
す
る
機
能
を
も
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
《
《
シ
ご
呉
昌

農
シ
ご
呉
昌
目
（
〕
四
ｎ
日
●
冒
肖
吊
昌
局
昌
印
璽
目
三
話
胃
厨

■
■
合
凸
■

冨
呉
自
国
》
（
扇
渇
）
の
「
前
書
き
」
は
、
「
神
に
よ
る
人
間
の
創
造
」

か
ら
書
き
出
さ
れ
、
ボ
ー
ア
ン
の
敬
度
な
宗
教
心
を
随
所
に
示
し

て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
内
容
は
、
こ
の
害
の
出
版
の
経
緯
の
説

明
か
ら
始
ま
り
、
医
療
の
た
め
の
人
体
の
知
識
の
必
要
性
、
ギ
リ

シ
ャ
古
典
か
ら
と
ら
れ
た
普
遍
的
人
体
を
探
究
す
る
方
法
の
説

明
、
ガ
レ
ノ
ス
説
に
対
す
る
自
己
の
態
度
の
明
示
な
ど
、
主
と
し

て
医
療
関
係
者
に
向
け
た
と
思
わ
れ
る
も
の
か
ら
成
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
《
《
弓
扁
目
日
日
四
口
目
○
冒
甘
巨
昌
署
、
《
《
シ
ロ
四
ｓ
目
』
８

の
Ｃ
ｓ
昌
一
の
ぐ
国
房
里
ヨ
ユ
雨
宮
一
め
冨
の
ｇ
『
国
》
》
（
扇
君
）
は
、
共
に

解
剖
学
教
科
書
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
も

つ
対
社
会
的
な
意
味
あ
い
は
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）


